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Ｉ緒言

との報告は昭和４８年度以降実施している東京都内湾に生息する水生生物の状況とその生息基

盤である水質。底質の実態把握を目的とする調査の５０年度の結果をまとめたものである。

近年、極度に汚染されたとの水域にわずかながら回復の兆ともみられる現象が散見されるエ

うにたったことも相まって、都民か憩い、自然に親める海への改善が一段と強く要望されている。

これ等の対策にあたって、責た海上工事に伴う自然の破壊を防止するため等是広く資料として利

用されるととを目的として調査した。
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Lｉ Ⅱ葛西沖干潟（三枚ﾘ'１１１）における貝類相とアサリの分布状況

１．調査方法

調査域は図１．２に示す三枚州～高州の約１４０ｈａと人工海浜である。測点は三枚州～高州

では東西南北に２，Ｏ犯間隔、一部で１００７７z間隔で計４０測点を設け５月２６．２７日に行な

った。人工海浜は７月２５日に５測点、８月９日に５測点を、いずれも西よりの地区に任意に測

点を設け行なった．

貝類のサンプリング方法は１０c伽ｘ１０ｃ〃ｘ１Ｄｃ川のカデラートを用い、測点をに|訓心に放射状

に１２０．間隔で１加の距離の５点（５，０００鍼）を採集し、１６メッシュ（１％）のフルイに

より貝類と砂泥とを選り分けた。貝類の計測は生貝については殼長と重量を、死殻は測点ごとに

重量を測定した。

２調査結果および考察

１）貝類相

カデラートにより採集された貝類の総数を表１．２に示した。

出現種は二枚州が，種、高州が５種、人工海浜が５種で、高州。人エ海浜の出現種は全て三

枚州に出現した９種の中に包含されていた。組成比はアサリが三枚州で８８妬、高州で８２妬

を占め、次ぎに二枚州ではホトトギスガイが、高州ではカガミガイが多く出現したが、共に

１０妬以下である。人工海浜でもアサリが６５筋を占め優占するが、次いでシオフキガイが

５１妬と比較的高い比率を占めて分布しており”当り生息量も１６７個体とたっていた。

魔Ｎｌ司一の方法で行なわれた過去の調査結果と比較すると、種類数は昭和５２．５４年の

１５種に対し、現在は約８種に減少している。また環境がよく各種が均等に出現して種類数か

豊富なほど高い値を示し、環境の悪化により種が減少して特定な種が極度に大きい比率を占め

るほど低い､値を示す多様度指数〔Ｈ(日)〕※は昭和２５～５２年調査では1.2前後であったが、
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４８年以降は００８～０．４７と低い値にあり、貝類相が単純化したことを示している。

との傾向は生息密度からみて､同様で、昭和２５．２６年には”当り５，個体を越える種か

アサリ以外にもハマグリ・シオフキガイ・イゾシジミ・オキシジミ等４～５種分布したが､５２

年にはアサリ・シオフキガイ・ユウシオガイの５種に減少し、５４年以降からはアサリのみの

１種に減少した。

カデラートに主る枠取調査で出現した９種以外で干潟ならびにその周辺域で採集し、生息を

確認した種はハマグリ・マガキ・サピシラトリガイ・ツメタガイ・イポニシ・アラムシロガイ

アカニシとそれに寄生していたシマメノウフネガイの８種である。なお本年採集されたかった

が４８．４９年調査でシズクガイ・ユウシオガイ・ヨコハマチ言關ノハナガイ‘イヨスダレガ

イが採集されている。

なお分布はホトトギスガイ・ヒメシラトリガイはアサリ同様二枚州干潟の西側沿いにカカ

ミガイはアサリの分布がほとんどみられ友い高州の南部域にみられた。
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表１葛西沖干潟における貝類相
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2）アサリの分布状況

三枚州の癖当り平均個体数は昭和４８年７８１個、４９年１，０４２個であったが、本年は

３９１個で前年の５８筋に減少している。２５c"未満の未成貝と成貝の減少率はほBr同率で、

特に５～１４１z郷と２５～２９lMvzの殻長組成で減少が著しく、今漁期から次漁期にかけての不漁

が予測される。この減少原因としては４９年夏期の集中豪雨により河川から浮泥が流入し堆積

したことと、長期間低カン水に覆われたことが考えられる。

分布状況を図２．５に示したが二枚州と高州の中間潮通しから三枚州干潟の西側沿いにかけ

１，１５５個体／”を最高に高い密度分布を示し、江戸川河口沿いと高州では低い。

殼長・重量組成を図４に示した。殻長では0.5～OPC加に重量は１１未満にモードがみら

れる。東京都の漁業調整規則で採捕が制限されない殻長でZ5Cj7z以上のものは個体数で全体の

２０妬、重量５１（殻長２５c加に相当）以上は同じく１７妬を占める。
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表２測点別出現個体数

（１０ｃｍｘ１０ｃｍｘ１０ｃ抗カドラート５回で採集された個体数）
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Ⅲ魚類相とマハゼの発生

１．調査方法

魚類相調査には投網を、マハゼ調査には調査用に作成した小型の地曳網と釣具を用いた。投綴

調査は５月下旬～１２月中旬に１０回、地曳網は５月下旬～９月上旬に６回、主として葛西沖の

三枚州干潟周辺で実施した。投網の目合は従来同様２４１１１１加・５０"加・８０１１１mの５種を漁況に合わ

せて用い、操作は地元漁業者に依jl頂した。地曳網は前年同様袖網の長さ４．５ｍ・綱丈ｑ７７７ｚ・袋

網の間口'５獺･目合Ｍﾒﾂﾝﾆｩ/''…のと.袖網の長さ`鋼･網丈０，蝿･袋網の間口
２７沈・目合４，節（Z51mimz）の二通りのものをマハゼの大きさに合せ、春期には前者を、夏戦

以降は後者を使用した。投網は主として水深５j7z以浅のところを、地曳網は高州周縁の１ｍ以浅

のところで行ない、それ等の地点は図５に示した。秋期のマハゼ調査は釣で行ない、９月に５回

江戸川-F流部で、１１月中旬にマハゼ寄生線虫調査の一環として千葉県房総周辺河川にて採集を

行った。

２調査結果および考察

１）東京都内湾における魚類相

閲

鉛

￣踊園

投網・地曳網により採集された全ての魚を表５Ｋ示した９－投網での採集魚は２２種で、その

－－

紐成はスズキ（セイゴ・フッコを含む）が６６冊を占め最も多く、コノシロ２５％・ボラ５船

で、この５種で採捕魚の９４筋を占める。との採捕種類数は４８．４９年度調査の１７種､１４

種に比べ増加している。

地曳網での採集魚は１７種で、マハゼが９２％・ヒメハゼ５％・イシガレイ２％で、他はい

ずれも１妬に満左灌LQ。なお４８．４ ９年度調査の出現種はいずれもはいずれ､２０種であった。

の他大井埠頭の東京湾環状道路建設

￣￣￣且

計数は２８種で、ａ
-.0--.-,---－－P／

投網・地曳網で採集された種類の合 （

に関わる潜函工事でマツーパ・ヒイラギが、羽田の壷網でタケノコメバル・ジンドウイカが採捕

されている。

たお内湾調査を再開した４８年度,以降５か年の調査で捕漉された種類数は４４種で、うち

１９魚種は単年のみの採捕であるが、残る２５種は２～５年にわたり捕獲されている。

2）マハゼの生,息状況

三枚州のマハゼ生息密度は地曳網１回の曳網面蔽を約５５”とすると、５月下旬の生息量す

たわち本年:の発生量は１５１尾／”で前年の5.6尾／zz3に比べ４２倍と高く、最高の測点は

６８５尾／”で前年の２０尾／”のＺ６倍と高い密度分布を示した。その後６月-Ｆ旬に至ると

６．５／”と前年の５５尾／”を若干上回るのみで、７月下旬には1.5尾／”と前年より下回っ

ている。しかし漁期の秋期には漁場である江戸川下流部で前年に比べ数倍の好漁況を呈してお

Ｐ

参

－８－



表４マハゼ単位漁獲尾数（１曳網当り：５５”），、発生量の増大と同一傾向を示して

おり、７月以降における減少は調査域

の干潟周辺から漁場の河川部への移行

が関連しているものと思われる。なお

春期の干潟の発生量並びに秋期の河)Ⅱ
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表５ 採集魚 覧表
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稚 魚 網 ※
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池

中央 枚州 大井 羽田 合計
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水質環境

1．調査方法

水質・潮流に関する調査は新日本気象海洋㈱に委託して行なった。調査は昭和５０年８月１５

日の満潮時から干潮時にかけて行ない、調査地点は図６に示したように江戸川区堀江町地先の海

上公園予定地から中央防波堤外域を経て羽田沖に至る海域に設けた２０測点である。

観測・採水は原則として上下２層とし、潮流は海面下１加（上層）と海底上１加（下層）の２

層で観測し、採水は海面下Ｕ５加（上層）と海底上Ｕ５ｍ（下層）の２層で行たった。測定項目

および観測・分析方法を表５に示した。

Ⅳ

ａ

＄

へ
表５観測分析法

観測分析法

ＣＭⅡ型起電式流向流速計を使用

検定付き棒状温度計を使用（１／10℃）

日本色研色名帖による目視観測

セッキー板による現場測定

ワールポール比色計による現場測定

赤沼式比重計により現場測定し、比重換算表により標準温度（１５℃）に換算

ＪＩＳ－Ｋ－Ｏ１０２－２４－５の方法

ＪＩＳ－Ｋ－Ｏ１０２－１５の１００℃による過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量を測定

海洋観測指針に示されたインド・フェノール法

海洋観測指針に示されたＧ－Ｒ試薬法

海洋観測指針8.5の電気電導度法

ＪＩＳ－Ｋ－Ｏ１０２－２７℃の、－プチルアルコール抽出法

ＣＯＤ

＜

ＰＯ４－Ｐ
、

2．調査結果および考察

１）潮流

潮流調査の結果は表７～１１に、その水平分布図は図７に示した。この図によると全体的に

下層では南西方向への流れの傾向がみられるか、上層では流れも弱く、流向も多様であった。

２）水質

ｉＮｌｌ定・分析結果を表７～１１に項目別の水平分布を図８～１１に示した。

●

－１２－



(1)色相・透明度

羽田沖から中央部にかけてはｄａｒｋｙｅｌｌｏｗｉｓｈｂｒｏｗｎ、三枚州の沖合から沿岸にかけ

てはｇｒａｙｉｓｈｏｌｉｖｅｇｒｅｅｎであった。透明度は全体的に１加前後と非常に低い値であっ

た。

(2)水温

図９の上層（海面下０５ｍ）の水平分布をみると２６６～２２８℃の範囲で平均で２８．５

℃と非常に高い。逆に下層（海底上0.5〃）の水平分布をみると２ｑＯ～２Ｚ0℃の範囲で

平均で２４０℃と上層に比べて低く、平均値で４５℃の差かあり、上下層かはっきり分れた

成層を成しており、夏季の東京湾奥部の特徴を表わしている。

(3)ｐＨ

上層では二枚州沖合から中央にかけての水域は全点8.8以上と非常に高いが、羽田沖から

中央にかけての水域と三枚州沿岸部では8.2～8.8とやや低い値を示している。下層はＺ８

～８．４と上層に比べて低く、特に三枚州沖合から中央にかけての水域では上層８８以上とい

う高い値に比べＺ８～8.0と非常に低い値を示している。

(4)ＤＯ（溶存酸素量）

図１２．１５にＤＯの水平分布図を示したが、水温、ｐＨと同様全点上層で非常に高く、

下層で非常に低い値を示した。表６に測点別・上下層別に酸素飽和度を示した。表によると

ｓｔ、４１以外の測点では、上層で過飽和の状態である。蚕允下層では水深の浅い三枚州沿岸

のｓｔ、２０．２３を除き００～１５．９妬と無酸素状態であった。

(5)ＣＯＤ（化学的酸素要求量）

図１４．１５に水平分布を示したか、上層の全水域平均が１１．８ｐｐｍザ下層が５．８ｐｐｍ

で上下層の差が箸じるしい゜特に羽田沖北部から中央部・三枚州沖合にかけては上下層の差

が箸じるしい

（６）ＮＨ４－Ｎ（アンモニヤ態窒素）

図１６に水平分布を示した。羽田沖から中央部および三枚州沖合（ｓｔ、２７．５２）にかけ

ては上層は０１１６～０５６２ｐｐｍの範囲、下層では０．０６８～０．１６９ｐｐｍの範囲に

あって上層と下層との差か大きい。しかし三枚州沿岸部とその沖合ｓｔ、２９．５１では他の地

点に比べ上層でも０．０５８～００９５ｐｐｍとかなり低く上下層の差は余り大きくたい。

（７）ＮＯ２－Ｎ（亜硝酸態窒素）

図１７に水平分布を示した。上層は三枚州沿岸部および羽田沖で中央部および二枚州沖合

に比べやや高い値を示し、ＮＨ４－Ｎの分布とは異った傾向を示している。なお平均で上層

已

◆

〆

「

●

●
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表６酸素飽和度

飽
一
上 ;`,竿(:|“

飽和
一

上層

層
４
５
７
Ｄ
Ｐ
６
９

度
下

Ｒｔ

上一層 下層

２
５
０
５
７
９
０
１
２
円

１
１
２
２
２
２
５
５
５
５

１４８４

１５０．５

１７１７１８．５

１５１．８７１．９

２０５．１８．２

２７８．４ｑＯ

２５０．３５．５

２７０．５５．５

２６０．８６．８

２５４．５６６

■

４

歩、

４．Ｃ

1．５

が００５１７ｐｐｍ、下層で０００５９ｐｐｍであり４１年調査の上層平均値００６４ｐｐｍ、
下層の０．０５０ｐｐｍに比べ非常に低い。

(8)ＰＯｄ－Ｐ（リン酸態リン）

図１８に水平分布を示した。上層・下厨の平均･値をみると上層０１，８ｐｐｍ、下層０．１８８

ｐｐｍとやや上層が高めで、８ｔ、２７．５７．４０．５１の上層では他に比べて高くなっている。

しかし三枚州沿岸部８ｔ、２０．２５．２１，１二１.央部８ｔ、５３．５４、羽田榊８ｔ、５８．５１．４１で

は上層の方が低くなっている。これを４９年調査の値と比べると、本年度の方がやや高目で
あるが大きた差はない。

(9)Ｃ｣Ｚ（塩素イオン）

図１９にＣｌ'の水平分布を示した｡全域で上層の方が下層に比べ低い値とたっており、特

に三枚州沿岸部では他の側点より低い値がみられ、河川水の影熱ではないかと考えられる。

（’

伊

壷
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底質

調査方法

本調査は新日本気象海洋株式会社に委託し、昭和５０年８月１５日、水質調査と同時に実施し

た。調査地点は図６に示した５５測点で、試料は港研式採泥器により表層土を採取し、アイスポ

ックスに入れ保冷し、硫化物の測定に供した。分析は「水質汚濁指針」に示されたヨウ素通定法

によった。

調査結果

底土における硫化物の調査結果を表１２に、水平分布図を図２０に示した。水産用水基準では

「０．２s”/１１乾泥以上の底質は人為的汚染のある水域で生物に影響があらわれる。」とされて

いるが、三枚州沿岸部ではｕ２ｓｊｿV;／１１乾泥以下の値が多くみられるのに対して８ｔ、２５．２５で

は５．４８～４．１１ｓ7畷/１１乾泥と異常に高い値が認められる。また、それ以外の水域で＆Ｕ５２

～２．９６Sj7Z3;／１１乾泥の範囲にあり、平均では１．５５sjzZI;/１１乾泥と高い値を示している。
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Ⅵプランクトン

１．調査方法

本調査は新日本気象海洋株式会社に委託し、水質調査と同時に同一の２０測点で、植物・動物

それぞれの試料を採取した。（図６）

植物プランクトンは海面下Ｏ５ｊ７ｚ層からバンドン型採水器で５‘採水しこれを試料とし、動物

プランクトンは丸川式開閉ネット（××１５）で全層曳営によりサンプリングを行左い、いずれ

もホルマリン固定し、持ち帰り調べた。なお計量固定は原則として海洋観測指針の方法により行

なった。

２．調査結果

沈澱量の結果は表１５に、そのグラフは図２１に示した。５‘採水法で採取した植物プランク

トンの沈澱量は２５０～８８０"zl／ｸﾜ２，、平均５５０１izl／ｸﾉZnであり、三枚州沖合・夢の島１５号|池

先・'1ｺ央防波堤先で高く、羽田沖で低い値を示している。沈澱物中のデトリタスの占める割合は

極めて少なく、またＴＬｑＪａｓｓｉｏｓｔγ０ｓｐ等の小型珪藻が優占していたことを考慮すると沈澱量

としてはかなり高い値である。ネットで採集した動物プランクトンの沈澱量は２６～１５．５１１Ml/iz722、

平均6.811z（!/ｳ7z`であり、三枚州・羽田沖で高く、夢の鳥１５号地先・中央防波;堤先で低い値を示

し、５１採水法の植物プランクトンとは逆の分布傾向を示しているが、全層曳によるためi戸水屑

に変ｉ動があり水深の深浅が大きく影響していることが考えられる。

１）植物プランクトン

検索結果を表１４に、その分布を図２２に示した。出現種は珪藻１８種。渦鞭毛藻１０種・

微細鞭毛藻類５種・ミト゛リムシ６種・緑藻１種の合計４０種であった。出現数は三枚州内８ｔ，

１２のＳ２８５ａ４ｃｅｌｌｓ／》E3を最高に１０４ｃｅｌｌｓ/h[８以上が８測点、二枚州内が全て１０４

ｃｅｌｌｓ／加８以上を示している。これは小型珪藻のＴｂｑｌ、ｓｓｆ０ｓイγα属の増殖に起因する。

全'体を通してみると、三枚州・中央防波堤先が高く、羽田沖で低く、沈澱量と同一パ尹一ンを

示している。

全測点を通して、珪藻の他にＰγ０７。“伽tγ…等の渦鞭毛藻・褐色鞭毛藻等を含む微細鞭毛

藻類。ミトリムシが検出され、童た淡水に由来する緑藻のSCB,ｌｅｃｌｅｓ…ｓｓｐ・力鎧的には少

ないが１２測点で検出された。出現総細胞数の少ない羽田沖については、組成的にもミドリム

シが珪藻と同様に全体の４０妬前後を占め、他の測点とはやや異った様相を示している。

２）動物プランクトン

検索結果を表１５に、その分布を図２５に示した。表１５に示すとおり原生動物門６種・輪

虫綱２種・矢虫綱１種・甲殻綱９種・尾索綱１種・幼生１４種の合計５５種が検索された。
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全測点を通して、甲殻類・僥脚亜綱の０ｆｔハｏｎｏ１Ｃａ〃αと多毛類の後期幼生か多く、

Ｏｉｏｈｏ”ａｎ。〃αについては三枚州内の８ｔ、４２・羽田沖の８ｔ、４１が２００ｉｎｄＳ/Ｚ以上と

高い値を示し、多毛類の後期幼生については、三枚州内のＳｔ、１５．２０．４０，夢の島１５号

地先のＳｔ、５４か５０ｉｎｄｓ／Ｚ以上と高い値を示している。最高は三枚州内のＳｔ、４２の

５６５．５ｉｎｄｓ／Ｚ、次いで羽田沖のＳｔ，４１のＳ８８６ｉｎｄｓ／Ｚ、最低は三枚州のＳｔ、２９の

１１．８ｉｎｄｓ／Ｚであり、その他の側点については量．種組成ともほぼ一様である。ただ植物

プランクトン相において他の測点とやや様相を異にした羽田沖については、動物プランクトン

相においても他の測点ではみられたかった輪虫のＢ７ｕｃｈｉＯ仰迦ｓｐＵｆｃＱｔｉ“ｓが検出され、
●

また甲殻類の中の枝角目が他より多い等やや異たっている。 ベ

表１５プランクトン沈澱量
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第１４－５植物プランクトン検索
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結果表（３）（ｃｅｌＺｓ／況`）
（※＋はＣｌ＞を示す）
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第１４－４ 植物プランクトン検索
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結果表（４）（ｃｅＪｌｓ/)izl）

（※＋は０１＞を示す）
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三iHi<〔作種類 １５ ２０１２５１２７１２９ ３Ｄ ５１
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組成百分率

１|ケイ藻綱｜％ ９５．７１８７L４ ８６．８１５Ｒ６１７６４ ４０．１１６２６１５１，７

妖垣、

２１渦鞭毛藻綱’％ ０．６１０．F 1.5１５．５１１.Z 1０．５１４．５１２４.’

【Ⅲ

５１微細鞭毛藻綱’％ 2２１１２ a１１２Ｕ７１６．， 1２７１１０．６１１．９

「可

４１ミドリムシ綱’％ 5.1１１０．２ 5２１５４．４１１０９ ５１，４１１２６１１５．９

５１緑藻綱’％ ﾛ`２１０．．１ ０，２１０．１ＩＯＰ； 0．０１０．２１０４

－５，－

２

５

４

５

種類

珪藻綱

渦鞭毛藻綱

微細鞭毛藻綱

ミド】〕ムシ綱

緑藻綱

出現全細胞数

組成百分率

,卜癬,i,ii1

hIlL

１２ １５ ２０ ２５ ２７ ２９ ５０ ５１

““ｓ／lｿz2

c6jls／>m１３

“11s／iMzl

cBJLs／)７２J

CB“s／ｉｎ!‘

cBllIs／)7zｌ

％

％

％

％

％

50752Ｐ

１７Ｒ２

７２Ｒ６

1004｣8

５１２

5２８５８．４

９５．７

０．６

２２

５．１

，２

１５７１２〔

125ＪＥ

１８“

１６０Z６

1Ｚ，

'５６９２７

８Z４

0.8

1.2

１０．２

0.1

６
３
０
０
１
５

顕
卵
弱
婚
５
１

６
５
７
４
１

１

０
５
１
５

５
２
ａ
０
４
０

４
２
５

０
５

２
５

１

１

｛
。
２
（
回
「
ノ
戸
ｂ
８

５
６
５
〔
ひ
０
４

７
５
９
６
２
１

８
５
。
〃
２
２

■
●
●
Ｏ
●

１
１
６
５

６
１
５
５
０

７
０

８
１

１
１

9681.Ｆ

166足

878［

１５７２Ｆ

６４，

１２６７４６

７６．４

15

6.9

１０９

０．５

１５７１．F

４１２．１

４９６．６

1２５１．０

0.0

ｉ９２４ｊ

４０１

１０５

１２７

５１．４

０．０

５２２２．１

２１，.〔

４８且〔

５８５.〔

１０．２

４６５５．６

６２６

4-5

１０．６

１２６

０２

１
，
２
５
２

０
ワ
」
〔
Ｕ
イ
ー
？
』
［
ｕ
〃
。
奇
ノ
○
忽

７
４
５
２
１
５
１
卿
Ｉ
Ｄ
４

５
６
４
６
５
２
帽
０

１

２



分類別出現状況表（５）
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表１５－１動物プランクトン検
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索結果表（１）（、。s／Ｚ）
（※＋はＣｌ＞を示す）
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表１５－２動物プランクトン検
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索結果表（２）（、｡s／必）

（※＋はＣｌ＞を示す）
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底生生物

1．調査方法

本調査は新日本気象海洋株式会社に委託して行なった。調査地点は図６に示した５５測点で＝

試料.採取は港研式採泥器を用い､１測点で２回採取し、それを１試料としてホルマリンを添加し、

持ち帰り同定。定量に供した。

２調査結果

１）環境

調査地点の水深および底質を図２４に示した。調査海域のうち水深１０ｍ以上の地点は三枚

州沖と東京港前面沖側の区域で、他は全て１０机以浅であった。

底質は三枚州が水深も浅く砂質､三枚州以外は全地点とも軟泥、ただし多摩Ⅱ|河口の８t､４１

だけは砂泥であった。また三枚州のうち水深のやや深い８t、４１．１６．１９．２３．２５力歎泥で､

沖測の８ｔ、２４．４４では砂泥質であった。

１ｍ目で洗った残置は砂質および砂泥質ではアサリ・ホトトギスガイ・アカガイ類・フネガ

イの死殻電軟泥質ではユウシオガイ・シズクガイの死殻等であった。

２）底生生物

調査結果を８項目については表１６に示し、査定結果を表１７に示した。図２５に種類数お

よび生物群別個体数の分布を示した。

全地点を通じて出現した生物の総種類数は約７５種類で、このうち多毛類が約半数の３９種

・軟体類が２０種・甲殻類その他がそれぞれ約８種であった｡種類数の分布を図２６に示した。

種類数が最も多かった地点は三枚州の８ｔ、２４で約５６種､無生物地点は同じ三枚州のＳＬ２５

の１地点だけであった。

調査海域を三枚州・三枚州沖・東京港前面・羽田地先の各海域に分けると＿三枚州および羽

田地先の各地点で種類数が多く､それぞれ平均１４８．１２４種､三枚州沖および東京湾前面の各

地点で少たく、それぞれ平均55.6.8種であった。二枚州においても水深が５７?z以深の地点では

底質が軟泥質であい種類数もＳＩＩ、１９を除いてｏ～４種と著しく少なかった。羽田地先では
げ

水深５）〃以深でかつ『炊泥質でありながら種類数は１８～２５種類と比較的多かった。

採取された全個体数は約８万個体で～とのうち軟体類が？０％以上を占妨～多毛類は８５％､

甲殻類・その他の生物はそれぞれＵ４．０．７％であった。この軟体類の高い組成比は群生する

〃伽…LmUs…〃゜蝿Sｍ（ホトトギス）によるものである。全体を通じて出現した優占性種とそ

の個体数の総個体数に対する組成比を次に示した。
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優占‘性種

種名 総個体数組成比０．順位

献体類

"

多毛類

"

〃

〃

″

バノ

〃

"

ｌ）

２）

５）

４）

５）

６）

７）

８）

，）

10）

７
９
８
５
９
６
６
５
５
４

４
４
１
ｔ
０
０
０
０
０
０

８

６ス７６２

５，９２５

１，４７０

１，０１１

６９１

４８４

４７４

５７５

５６５

５４７

８e7MbO処Ｓｉｑ

ｐｈＪ“ｐｐｔ〃ｑ７ｚｃｍ

ｃｆ７ｆ／BｌＵａ

ｐｉｍＵａｍ

ｐｅｑＤｉｌｌｏ８ｑ

８ｐ･

ハａ７ＩａｏＩｍｉ

８ｐ，

JlcLUq

ｂ７ｅＤｉｃｉｒｒｑ
￣

』'ｉ４８ｃ処ｌｚ４８

Ｔａｐｅ８

Ｐｒ‘ｏｌｏｏ８ｐｉｏ

ＢＰｉ･

Ｎｅγｃｉ８

Ｅｆｅｏ?ＤＢ

Ａ，Ｏｃｆ８ｔ７ｏ８Ｚ/ｌｌｉ８

ｍｐ“ｅｌＩｉｄａｅ

Ｐｏｌｙｄｏｍ

Ｌｕ加b７ｉ７ｏｅ７ｊ８

￣

⑨

庁

７６，９１０

(８０，０２７）

９６．１

（100.0）
計合

Ｍｉ`…ｌｕＳ８…｡…αは全体の８４．７％を占め､次いで同じ軟体類のＴ…splWipp……ｍ

（アサリ）が４９％で、献体類２種が全体の約９０％に達する。５位以下１０位までは全て多

毛類で合計6.5％を占める。これら優占性種１０種だけで出現総個体数の９６．１％を占め､残

り５．９％か６５種に相当する。

図２７にBjotici礼…の分布を示した。図に示したＢ、１．は優占性種のＭ脚…l処Ｓ・Ｔａｐ`８

.Ｐγ…o…ｏＣｶﾞｧｶﾞﾙ“｡｡Pγi・Ｐｉ…t＠の４種を各地点における種類数．個体数から差引いた

値で示している。分布のパターンは種類数分布と類似しており､種類の少ない三枚州沖・東京

港前面の各地点では低く、種類数の多い三枚州の各地点では高い値を示した。

底生生物を多毛類・軟体類・甲殻類・その他の４群に分けて、各生物群別の個体数分布状況

をみると次のとおりである。

多毛類の個体数分布は図２４．２８に示したように水深。底質の性状分布と関連しており、

水深５７７１以深および軟泥質の二枚州沖・東京港前面・羽田地先北部の各地点で９０％以上を占

め＿三枚州の水深５抗以深・軟泥質地点のＳｚ，４１．１６でも１００％を占めた。

多毛類のうちＰγ…oSPioPfmmZo（ヨツパネスピオ）とＰｍｏ〃0…０ｃｔγｲﾉ`“｡（スピオ科）

が大部分を占める。Ｐγ‘.……αは汚染に対する耐性が強い種であり､これら２種の個体数組

成比分布をみると図ろ１．５２に示したようにＰγi……opi仰祁ａｔａは三枚州・三枚州沖・東

京港前面の各地点で高い分布を示し、Ｐｒｉ・ｃｆ７ｉｆｃｌｌａは羽田地先各地点で高い分布を示した。

軟体類の分布は多毛類の分布状況と逆の分布を示し＿図２，に示したように三枚州と羽田

'
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地先のＳ６．４１で高い分布を示した。軟体類のうち出現個体数の大半をLnL…Z?`ｓとＴ⑪”ｓが

占め、これらの分布は図５５．５４に示したように～三枚州の砂質'性底質の区域に多く、特に

ハルs`?`Ｉ?`sは沖側の砂あるいは砂泥質の地点に群生がみられた。ｉｆ'`…z私sは個体数組成比８０

%を越えるs`鼻…凶…のﾖ地点の平均で',獅學当り約'･万'鬮体の高密度の群生を
示した。Ｔ…ｓは８ｔ、１７．５０．２１．２２．４１．４４．４５の７地点平均で約６，７００個体/i7fを示

した。

底生生物のうち一般に汚染に弱いとされる甲殻類は種類数．個体数も少たく～図５０に示し

たように三枚州の最も陸寄りの５６．１０．１１でＰｕγα伽Z“７０jtUp…Cａ（ウミナナフシ）が出現

したのが目立った他は､三枚州の中央部地点・東京港前面の３ｔ，５５．羽田地先のｓＬ４１で

ＣＯγ･P几`…ＳＰ.（ドロクダムシ科）がわずかに出現したのみであった。

その他特徴的に出現した生物は軟体類のｃγepfd1`”,γ…ｆｓ※（エゾフネガイ）と不明イソギ

ンチャク類が羽田地先の日2.40で多く出現した。これらはいずれも付着性生物であり、本地点

で多くみられたカンザシゴカイ類・貝類の死殼に付着していたと思われる。

調査時期が底生生物相の最も貧弱な夏季であったとはいえ～底質が軟泥質でかつ水深５ｍ以

深の海域では‐甲殻類・軟体類の生息が殆どみられなかった。また更に三枚州沖側では富栄養

域に特徴的な”…l私ｓの高密度な群生がみられ～陸側では薑栄養域に特徴的なＴ…ｓが高密

腫でみられた。

町

,扉司
■

鈩臼９

ロ

※ｃｻﾞ．…“Ｉ｡…抑“ｓ（エゾフネガイ）については､アメリカ大平祥沿岸から昭和４５年頃から

帰化､生息する本種に類'似のｃｼ･`“dI1`ｌａｗ‘"鰯（シマメノウフネガイ）の疑いが濃厚だので～今

後精査を要する。
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表１７－１底生生物調査結果
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表１８－１底生生物調査結
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表１８－２底生生物調査結
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イトゴカイ科ＣａＤｆｔｅｌＪ⑰ｃａｐ”ｐＩｔｕ

－７８－

Ｔ１ｅＺ“〃ｉｄａｃｓｐ．

Ｂ”ａＪＵｆａｓｐ－Ａ

ｍ⑰ciDγｉｚａｅｓｐ．

〔AjV]ＶＥＬＩＤＡ〕

・ＰｏＪＷｃﾉｉｑｃｔａ

ＨｑｒｍｏｔﾉLＩｚｅ ｆｍ６ｒｆｃａｔｕ

〔A7pCU‘“ｄＯ８灯ＤａＣ秘Ｚａｔａ

Ｅ恥ｍｆｄｍｓα〃ｇｌｏｉ孔ｅａ

Ｚｉｌ;８０〃ｅｓｐ・

ＨＣＢ＃０伽ｆｄｌａｅｓｐ．

Ａ牝“Ｓｊ７ｏｓ‘ＺＺｊ８ｈ⑰”｡ｏルｚｆ

Ｐｆｒａｌｇｆｓ８ｐ･

ｊＶｅｒＢｉｓｗｚ“ｊｏｓａ

Ⅳｅα伽１６/ｂｃｓＯ⑩Ｊｐｏｄ６

ｊＶ８ｐﾉｂｔＪｓｃｑ６ｃａ

ｊＷ'８６ｓ８ｐ、

１Ｗ7.ｉ伽ｔｄｃｓｓｐ，

ｊＶ８ｐﾉZtz/８］ﾘｏＺｚ/６７(必協ｃｌｂ６ｚ

ＧＺｚ/CD'γ⑫ｃ/“γｏ７ｚ

ＧＪＵｃｃｒ⑰ｓｐ・

ＣＯ〃ｊａａ⑰ｓｐ・

Ｄ６０ｐｍ１ｉγａｗＵＰｏ化ａｆ

Ｓｚａ“ｒｃ?z８ｒｃｚｓγ郷ｄＯＪｐﾊｶﾞ

ｴ,Ｔｏｍｂｒｆ〃ｅｒＵｓｂｆｃＵ“ｚγα

Ｐ８ｅｗ,ｚｏｐｏＺＰｄｏγ⑫〃ｅ７〃ｐＯ

Ｐ７,fCL〃ｏＳｐＯｏｃ”ｆｆｆｌＪＺＣｌ

Ｐ７”〃αｓｗＯｐｚ仰泌ｑｔｊ

Ｐｒｊｏ郷ＩｚｓｐｚｏｊｕｐＯ〃ｊｃｑ

Ｓｐ‘ppb,ａ７ＤＢｓ８匁．

ＰｏｌＺ/ｄ⑫γａ ｆＺａＤｃｚ

Ｃ１ｉγ『ifoD7･仏ｉｏＬｄｃ７ｚｔａｃｚｏＪａｔａ

Ｃｆ９･ｒＤｌｔ秘Ｚ勉ｓｓｐｏ

Ｃｑｐｆ$ｅｌＺｄａｇｓｐ・

Ｃａｐｆｔｅ“⑰ｃａｐｉＺｊｐＩｔａ

５１ ５２ ５５

(ニヅコワガイ科の一種）

不明 枚貝

(パカガイ科の一種）

環形動物門

多毛綱

マダラウロコムシ

ライノサンバ

マタラサン（

Ｃ十tﾉﾊﾞｺﾞｶｲ躯|の一種）

（オトヒメゴカイ科の--樹

ハナオカカギゴカイ

（シリス科の－種）

エゾゴカィ

ウチヮゴカイ

ハヤテシロガネゴカイ

（ゴカイ科の一種）

（〃）

ミナミシロガネゴカイ

チロリ

（チロリ科の一種）

（ニカイチロ')科の一種）

スゴカイイソメ

（ノリコイソメ科）

（キボンイソメ科）

（〆ピオ科）

（”）

ヨソバネスピオ

（〆ピオ科）

（〃）

（”）

ミズヒキゴカイ

ミズヒキニjﾐｶｲ科の－－種

イトゴカイ科の一種

イトゴカイ科

１
５

１５

５
５

１
１

５
９

６
４

２
４
８



果表（２）（１／１５〆）
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〆
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－７９－

５１

１

２

２

１５

５４ ５６ ５７ ５８ ５９ ４０ ４１ ４４ ４５ ４７ ４８ ４１ ５０

１
９

５
７
５

１

１
４

２
７
４
５

２
２
５

４
６
８

２
１
２
８

２
０
１

１

１ ３
１

１

１
７

６
１

４
７

０
８

５
４
６

５
１
１
４
５
２

２

５
２

８
２

５
１

７
７

２
４

８
４
５

０
０
５
１
５

１
１
５
１

２
５
９

５
５
１
１

２
９
１

１
２

５
５

２
１

９

５
２

１
２

１
２
２

１

１

１
１

１
８
４

０
９

６
１

４
２

９

６
１
５
１

４
４

５
６
１

５
４

５
１
１
９

０
５

１

５
１

７
２
２

７
１

４
５

６
１

９
１

１

９
８

１
２
１

１
４

１
７

１
５４

１

５

５
０

２
５
６

１
６

２

４
２
１
２



表１９－１底生生物調査結

１１ 1４１［９

（オブヱリアゴカイ科･） １８１１〔
Ａｒ,ｍｚｃＬ１ｚｄｆｃＤ ｌａｍｃｃｃｌａｉ⑪

（タケフシゴカイ科）Ｐγα⑩“ＩＢＵ,１座｡』.「５肥ｔｓ

（フサゴヵイ科）ＲｨzbeZlcU子ｚｃＵ ｉｓﾉﾙｨﾙ。'"089牝８１`ｓ

■
１
Ｊ（

'ノ

ＴｅγｃｂｃＺＺｆｄａｅｓｐ．

（クヤリ科）０h,０?2２ ＳｐＵ

（カンザシゴカイ科）ＳｅｒｍＬｒｆｍｃＬＯｓｐ．

Dp1,

ＰｚＬｒａｏ９ｚｚｓ ＳＷ１

樹（〆ピオ科．）ＰｓＢ秘ｄＯｐＯＪ〃CＺＯｆｑ迦泌ｃ‘b７ｍｗｈｍｔＱ

（シリス科の一種）Ｃ〉&⑰ＢＪｏｚｃｍ,Ｂｓｐ｡

ユムシ綱．Ｂ、ﾉＢｉ,ｗ,ｏ５ＩＺＢａ

（ユムシ類）刀ＣＡＺ魁fｏＣｄｅｕ

節足動物門〔ＡＥＴＨＥＯＰＯＤＡ〕

ウミクモ綱｡Ｐ〃０”o1o7zfcZcU

メナガイソウミクモＡＣ/ＤｃＺｊｄ．８Ｗ,e７．‘ａ

甲殻紙,Ｃ伊払ｓｔ⑫ｃＥｃＺ

コノ１，エビjＷｂａｌｄａ ｂｆｐｅＳ

（クマ類）’１ 1C〃、,CＵＣＣＣＬ８ｐ，

９７１８６ウミナナフシＰａｒａ９Ｄｔ几拠γ⑪ｊα`ｐＯ７Ｄｚｃｕ

（クダオソコエピ科，Ｐ九ｏｔ１ｉｓＳｐ，

（ドロクダムシ科）’１Ｃｏｒ０ｐｂｆｚｏｍｓｐ．

d諏;,刃
（クモガニ科・）ＭαブイｚａＣｓｐ。

オョギピンノＬｏｗ）ａｔ九ｉ
ｃ

ＴｒｊＺｏｄＺ/7oDUmzza

（不明力二）Ｂγ必ｃｈＷＬγ団ｓｐ‘

疎皮動物門〔jZCHnVODzE卿ＡＴＡ〕

ヒトデ綱･Ａｓｔｃ７ｏＺａｃａ ＴＩ

（クモヒトデ類）Ｏｐﾉｾ,.；秘?･ｏ６ｄｃＣ，SjUl．

原索動物門〔ＰＥＯｒＯＣＨＯＥＤＡＴＡ〕

綱赤 ヤ,ＡＲｐｆｄ５ａｃＢｕ

（ホヤ類）ASC′ｄＵｍｃＢａｓｐ．

－８，－

Ａ７，ｎｏｃＬｗＺｆｃＤ ｌａｍｃｃｃｌａｉ[Ｌ

Ｐｒａ“ＩＩＢ１１座｡／､/ｍｔｓ

Ｓａ６ｅ“ﾋﾞﾙｹﾞｚｃＵ ｉｓﾉﾙｨﾙ。?"ｕ

ＴｅγCOC“ｆｄａｅｓｐ・

Cii,０?ｚ２ ｓｐ、

Ｓｅｒｐ“γ＃“０ｓｐ．

Ｐαγα０〃ｚｓｓｐ．

Ｂ牝S１ＪＳ

ＰｓＢ秘ｄＯｐＯＪｚ/ＣＺＯ７ｑｐａ秘“ｂ７ｍｗｈｉ⑰、

Ｃ/b⑰“ｏｚｃｍ,Ｂｓｐ．

・ＥＣﾉﾙｲ,ｚｏ７ｏｆＩＺＢｍ

Ｄｃｂ感泌ｆｏｆｄｅｑ

〔ＡＥＴＨＥＯＰＯＤＡ〕

･PWC”０１０”dcZcl

Ac/､“ｊｑ．ｓ秘ｐｃ７･‘｡

，Ｃ?ｗｓｔ⑰ｃＥｃＬ

ｊＷｂａｌｄａ ｂｆｊＤｅｓ

Ｃ鋤、,ａｃｃｃＬ８ｐ・

Ｐａｒａ９Ｄｄｈ秘γ⑪ｊα`ｐＯ邦ｚｃａ

jP/i,ｏｔ７ｉＳＳｐ，

Ｃｏｒ０ｐｂｆｚｏ７ｉｚｓｐ・

１ＭαブイｚａＣｓｐｏ

ＴｒｊｔｏｄＺ/7oDUmzza

B7必６ｈＪ〃γ団ｓｐ．

Ｌｏｗ）ａｔ九０

〔jZCHrNODz況卿ＡＴＡ〕

・Ａｓｔｅ７ｏｆａｃａ

Ｏｐﾉｾ,.”?．o‘ｄｃａSjUl．

〔ＰＥＯｒＯＣＨＯＥＤＡＴＡ〕

・ＡｓｃｆｄＭａｃＢ⑪

ＡｓｃｄｄＣｍｃＢａｓｐ．

１０ １１ １４

(オブエリアゴカイ科･）

（タケフシゴカイ科）

（フサゴカイ科）

（〃）

（クヤリ科）

（カンヅ豊シゴカイ科）

（〆ピオ科・）

（シリス科の一種）

ユムン綱

（ユムシ類）

節足動物門

ウミグモ綱

メナガイソウミグモ

甲殼綱

．ノハエビ

（クマ類）

ウミナナフシ

（クダオソコェピ科）

（ドロクダムシ科）

（クモガニ科・）

オヨギピンノ

（不明力二）

赫皮動物関

上トデ 綱

（クモヒトデ類）

原索動物門

ホャ綱

（ホヤ類）

１６

９７

１ロ

８６



果表（１）（１／１５，２）
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表１９－２底生生物調査結

５１１５２ ５５１５４

(オフエリァゴカイ科）Ａγ畑②?zｄ感ａ Ｊａ?DｃＢｃＺｚｉｌｕ

（タケフシゴカイ科.）Ｐｆａｐｃｉ“ｃｊｌｌｚ⑪′／”ｆｓ

（フサゴカイ科）ｇａｂＢｌＺｍｩ．ｚα
●

ZMLfkfzTﾉ)〃られＲ⑦Ｒ
●

（
１
ＪTTB↑９６３１“ｄｄｆＩｓｐ‘ ｴノ

Ｉ

（ケヤU科）ＯｈＤ?nＷ2 Ｓｐ‘

（カンザシゴヵイ科）Ｓｃｒｐｔ６γｊｄａＢｓ〃． H2

（‐ＰｃＬｒａｏ,〃ｉｓ Ｓｐ．

PSE仏ｃＺＯｐｏＺ〃ｄＯ７ｑｐ…ｃｆｂγα〃cｈｆａｎｚ （〆ピオ科、

（シリス科.の一種）ＣＡｐｂＢｔｏｚｑ”８Ｓｐ．

･EcLtTz,７０ｆｄＩＢｄ ユムシ綴

（ユムシ綱）zｃｈｆｍ７０ｆｄＢａ ５

〔ＡＥＴ亙況ＯＰＯＤＡ１ 節足動物門

.】〕〃ｃ知０，０”ｆｃｌａ ウミクモ縦

ＡＣ〃ｃ“(nｓ弘ｐｃＭｄ メナガイソウミクモ

｡Ｃ?･処ｓｔａｎ,、 甲殻綱

jＶＢ６ｑＺｍ bｔｐｅＳ コノハエピ

Ｃ叫仲ＬＱｃｅ⑪ＳＰ‘ （クマ類）

PoD7cz?zZb解γ⑪，ａｐｏ冗、Ｃｕ ウミナナフシ

（クダオソコエピ科）ＰＺｂｏｔｆｓ Ｓｐ‘ 患

ＣＯγｏｐＡｉｎＬｍｓｐ． （ドロクダムン科） 戸■9５

（クモガニ科）/ＷＪ“ａｃｓｐ．

Ｔγイオ０ｍ〃仰ＯｕｍＯｐｌノbO7･郡α１Ｍ,ｉ
□

オョギピンノ

日?.＠０ｈ,2/処γａｓ⑩． （不明カニ） ■」

〔jZCHJjVOD団ＥＭＡＴＡ〕 練皮動物ＦＥＩ
ﾛ

．」ｓｔｃγｏｆｍＢｎ ヒトデ綱

Ｏｐｈ０ＺＬﾘﾝ０ｉｄｅａｓｐ･ （クモヒトデ類）

〔ＰｊｌｌｏＴＯｃＨｏＲＤＡＴＡ己 原索動物門

･ＡｓｃｆｌＺｉｍｎ２〔Z ホ ヤ綱

ＡｓｃｊｄイａｃｃｑｓｐⅢ （ホヤ類）

－８２－

ｑ

８
ｔｑ

ｏ
ｚ

ｏ
⑭

８
几

氾
ｃ〃

Ｂ

ａ
⑰

γ
、
１

⑰
Ｓ
⑩
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α

几
Ｉ
・
も
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・
もｃ

ｃ
ｆ

ａ
れ
り
化
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α

唖
・
か
し

α
Ｉ
．
⑩
。
②

ｄ
冗

拠
０
Ｆ
』
ｖ
凡
。
。
・
心
、
△
ｐ

ｒ
８

０
７

８
豚
』
８
⑩
“
⑩
二
⑩
二
の
劇

ｐ
６

０
匁

、
Ｕ

、
Ⅱ
Ｉ
母

「
－
Ｊ

、
●

の
各

０
必
・
も
８
８
８
８

Ｓ
Ａ

Ａ
ｐ

Ｄ
△
０
巳
。
。
ｐ
０
化
・

２
８

８
⑰

皿
？

↑
’
０
ｐ
’
３
ｐ
ｐ
．
ｐ

ｐ
Ｔ

ａ
７

Ｊ
Ａ

８
６
８

８
Ｓ
８

Ａ
Ｓ

ｌ
Ｂ

０
⑰
α

八
α

皿
α
α

⑰
、

ａ
ｄ

ｄ

⑫
ｍ

ｅ
８

０
３

餓
岼
岼

瓦
８
ｓ

，
Ｉ
α
▼
α

Ｂ
〃
Ｂ
Ｔ
“
▽
ｑ

ｍ
ａ

ａ

団
ｄ
ｄ

Ｉ
．
⑭
・
ｚ

ａ
ｌ
〃
・
も
・
０

Ｆ
皿
⑪
Ｃ
ａ
⑪
秘

Ｂ
ｒ

、
“
α

ａ
Ｇ
７
０
１

で
仏
８
０
α
０
０

皿
仰
ｒ

Ｄ
・
０
．
１

Ｈ
α
⑰

・
も
↓
⑰
１

．
２
’
も
ｐ
ｚ
γ
７

０
９
．
＄
巳
・
仏
８
几

．
⑩
Ｇ
〃
処

０
０
０

０
’
０
・
も

．
１
Ｊ
８

γ
池
０
０
処
叫

況
・
汕
馴
鉱
皿
叱
疵
・
職
、
血
、
卿

奴
”
汕

冗
．
＄
１
６
ｅ
処
０
．
ｔ
・
１
。
⑫

０
ｍ
ｄ

Ｈ
０
０
〃
処
’
０
畑
⑰
ｔ
０
．
０
．
Ｆ
ｃ

Ｔ
郎
邸

②
⑰
Ｂ
Ｂ
〃
⑩
今
α
仏
Ｇ
７
〃
？
〃

Ｔ
〃
》
０
７
Ｂ
叫
７
０
γ
ｊ
・
０
ａ

Ｈ
鉱
腕

、
α
司
り
↑
０
γ
７
Ｂ
ａ
ｃ
ｃ

（
Ｕ
８
８

７
γ
⑪
Ｂ
〃
Ｂ
ａ
ｓ
九
四
四

瓦
Ｐ
Ａ
０
Ｎ
Ｃ
囮
、
〃
０
⑪
γ
γ

配
皿
の

魏
蜘
Ａ

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
・

４
・

Ｐ
Ｐ
Ｃ
胚
Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｌ

Ｅ

５１ ５２ ５５ ５４

(オフエリァゴカイ科）

（タケフシゴカイ科）

（フサゴカイ科）

（〃）

（ケヤリ科）

（カンザシゴヵイ科）

（〆ピオ科）

（シI〕ス科の‐-種）

ユムシ綱

（ユムシ綱）

節足動物門

ウミグモ綱

メナガイソウミクモ

甲殻綱

．ノハエビ

（クマ類）

ウミナナフシ

（クダオソコエピ科）

（トザロクダムン科）

（クモガニ科）

オヨギピンノ

（不明カニ）

練皮動物門

ヒトデ綱

（クモヒトデ類）

原索動物門

ホヤ綱

（ホヤ類）

１
５

５
５



果表（２）（１／１５〆）
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スズキ標識放流調査

東海区水産研究所力集施したスズキ生態調査に千葉・神奈川県と共に協力し､標識放流調査を各
都県地先を分担して行たった。

1．放流

標識放流に用いたスズキは図５５に示す三枚州周辺ならびに有明地先において投網により捕獲

したものを用いた。捕獲魚は舟上において直ちに尾又長を測定するとともに魚体の異常の有無を

記録し、第１背鰭の中央基部下に標識を着け、その場において放流した。下に示す５種の標識を

放流魚の体型に合わせ、Ａ型を又長４０c〃以上の大型魚にＢ型を２０～４０c加､Ｃ型を１０碗
台の小型魚に用いた。

放流月日は６月１２日～１０月２４日の間に８曰延放流尾数は５５５尾で､各月日ごとの体

型別放流尾数は表２１に示し、その叉長組成を図５６に示した。

Ⅷ

●

〆

Ａ型 み，況妃

Ｂ型 Ａ７凪瓜

ロ低

T塾
￣､

]［Ｏ型

庁

色：赤

記号：東京３５～49

2．再捕

東京都内湾で再捕された標識スズキは表２０に示すように千葉．神奈川県で放流されたスズキ

が各１尾、東京都で放流したスズキが２尾であった。このことから回遊等解析するには尾数が少

なく困難であるが、少なくとも湾内で大きく移動を行なう個体のあることの可能性は否定できた

い｡

再捕尾数が少ない原因としては、有害物質による自主規制のため、都内湾域でスズキを対象と

する操業かほとんど行なわれず、スズキ全体の捕獲が少をいことか最も大きいと考える。
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表２０再捕魚 覧表

標識年月日

放流再

５０．６．１２５ｑ

５０６．１４５０．

５０．６．２１５０．

５０１０．２４５０．１

所場

漁法

再捕 色 記 号放流 型再捕

三枚州

船橋沖

走水沖

有明地先

江戸川（今井橋）

＝＿枚汎１

羽田沖

有明地先
白
黄
赤
赤

ギャング釣

投絹

壷網

小サバ浮釣

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｃ

ＴＫ－５－１２

ＣＨ－５－２５

不明

東京５６

５０．６．２１

５０．６．２５

５ｑＺ不明

５０．１１．２

二

Pb

扉■､

Ｉ 忽口､，

昭５０．６，１２１２５尾

1３９８

６．２５１１４

2６１１８

７．２３５５

８．９９

９．５１Ｃ

[０２４８

合計５３７

図３５スズキ標識放流放流地点区

－Ｒ６－

昭５０．６，１２１２５尾

１３９８

６．２５１１４

２６１１８

７．２３５５

８．９９

Ｑ、５１０

１０２４８

合計５３７



表２１スズキ標識放流放流概要

累積放流尾数

１２５尾

標識記号年月日ｌ体型（ＦＬ．）放流次数
一

１回 １２５尾

５５

５５

５７

昭和５０年６月

１２日 Ｂ型ＴＫ５－１１

〃ＴＫ５－１２

Ａ型ＴＫ５－１

２０ｅ加台

５０師台

４０ｃ碗以上

２２５

８
３
５
２

９
４
５

２回

上

台
台
以

師
”
碗

０
０
０

２
５
４

Ｂ型ＴＫ５－１１

〃 Ｔ１１ｒ５－１２

Ａ型ＴＫ５－１

１５日

Ｐ

５５７１１４

５

５９

５０

５回

Ｂ型ＴＫ５－１５

〃ＴＫ５－２Ｄ

Ａ型ＴＫ５－２

２０ｍ台

５０ｍ台

４０ｃ1Ｗ以上

２５日

４５５

８
５
０
５
８

１
５
４

１

１

４回

上

台
台
台
以

師
師
師
師

０
０
０
０

Ｂ型ＴＫ５－１５

〃ＴＫ５－２０

〃ＴＫ５－１９

Ａ型ＴＫ５－２

２
５
５

２６日

４

５１０

５
５
５
９

５
２
１
１

７月

２５日

５回

Ｂ型ＴＫ５－１４

〃ＴＫ５－１８

Ａ型ＴＫ５－５

２０ｃｍ台

５０ｍ台

４０ｃｍ以上
〆

５１９

９
５
５
１

８月

９日

６回

Ｂ型ＴＫ５－１５

" ７Ｔｌ（５－１７

Ａ型ＴＫ５－４

上

台
台
以

況
沈
加

ｃ
ｃ
ｃ

０
０
０

２
５
４

５２９

０
９
１

１

９月

５日

７回
⑯ （

ロ
（
ロ

師
師
０
０

１
‐
２

Ｂ型ＴＫ５－１６

〃ＴＫ５－１５

５５５

４
５
５

２
１

１０月

２４日

８回

型
型
型

Ｃ
Ｂ
Ａ

１０ｍ台

５０ｍ台

４０ｃ況台

妬５５～４９

ＴＫ５－１７

ＴＫ５－６ ６

－８７－



(放流年月日）
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マハゼに寄生する線虫

昨年にひきつづきマハゼに線虫の寄生がみられたので、その実態について調べた。供試魚はすで

に魚類の項に述べた小型の地曳網。投網および釣によって捕漉したマハゼと､内水面生息環境調査

で楠渡したマハゼを用いた。

その他、線虫の寄生が内湾のマハゼに特有のものかどうかを知るために～千葉県の五弁海岸・夷

隅川・栗山川・利根Ⅱ|のマハゼについても捕漉し、比較を行まった。

1．線虫の種類

線虫の種の査定は目黒寄生虫館および国立科学博物館に依頼した。線虫の種類は昨年ＣＯ?"γ､－

…`“属と,思われたがその後訂正され､Ｔ〃"mlQsc…s属と同定された。しかし、日本では今ま

でに報告されていない種類と思われるため～種はまだ決められないでいる。従って‐この線虫が

もともと日本に存在していたもので今まで報告されたかったにすぎないのか～外国からなんらか

の経路で日本に入りこんだものであるかどうかは不明である。今後外国における文献等を詳しく

調べて必要がある。

更に内湾と利根川等のマハゼの寄生線虫が同じ種であるかどうかもまだ生物学的測定等が不充

分なので確定してないが､寄生部位等から考えるといまのところ同種のものと推定される。

2．寄生状況と内臓の癒着状況

結果を表２２に示した。表からわかるようにｶﾕ蔵Uの線虫の寄生と内臓の癒着がみられている。

昨年同様に７月に捕れたマハゼにすでに内臓の癒着は起っており～マハゼにとって線虫の影響は

非常に大きいと考えられる。また、今年は江戸川のに|薊流域まで調べてみたところ～埼玉県三郷で

は三枚州で寄生のみられた同時期でも全く寄生はみられなかった。従って～線虫の感染時期と感

染経路は河川でみられるマハゼの生態を正確に把握することによって､かなり解明されてくるも

のと思われる。

ａ成虫と卵の出現状況

小型の魚に寄生する線虫の多くのものにとって棗小型の魚は中間宿主にすぎず～更に大型の魚

や鳥類・海獣等を最終宿主としているものが多い。マハゼに寄生する線虫も最初はマハゼが中間

宿主と考えられたが～その後成虫と卵がマハゼの腹腔内より見いだされ､マハゼが最終宿主と考

えられるに至った。成虫は７月～１１月まで常にみられた。成虫や卵が何月ごろから見いだされ

るかは線虫の生活史・感染時期を知るうえに大事と考えられたので～それらについてとりまとめ

表２５に示した。

表からわかるように､すでに７月に腹腔内に卵がみられており､更に卵中にふ化直前と思われ

る仔虫がみられるようにたっている。７～１１月の期間では卵を有するマハゼの出現率や卵の発

Ⅸ
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表２２線虫の寄生状況と内臓の癒着状況

年月日 ５０．７．１． ５０．７．２５～ろＣ ５０，８．５［ ５０‘９．５ ３０．９．５［ ５０．１１．１７
所場

利根川

夷隅川

栗山川

堰上流１ｈ、

河□

河ロ

三郷

里児公園

篠崎水門上

本州製紙前

今井橋上･下

新中川合流点

新鳫'ﾆﾘ''iｦi蕊ｉ
河ロ

5０－４５－１７

２０－１５－６

１０－５－，

河
５０－O－Ｃ 1217-0－'０

Ｅョ

５０－０－０

１５－４－１

２４－１－０

５６－２４－１０５１－１９－７

111
I田

江戸川 ゴー､

１８－４－１

１０－２０－，０

１８－６－，

三枚州

羽田州

五丼海岸

42トー186-65

587-257￣１１９

５－５－３

海

２４－Ｔ６－１０

注．最初の数字は検査尾数－２番目は線虫寄生尾数､５番目は内臓癒着尾数

表２５線虫寄生マハゼ腹腔内の卵の有無

調査した線虫
寄生マハゼ尾数

腹腔内に卵のみられ
たマハゼ尾数（％）

尾数（％）

５（７１）

２６（５５）

１

１０（４２）

８（７５）

２２（５９）

８（５５）

１４（１００）

５２（７１）

卵内に仔虫の形成さ
れてる率（範囲％）

妬（船）
２０

８（、～５０）

５７

２０（Ｏ～２２）

５９（０～７９）

５（、～５８）

１９（Ｏ～４０）

２０（Ｏ～５９）

１５（０～５４）

月Ｅ 場所

尾数枚
田
中
中
井
丼

州

州

ｊｌｌ

ｊ１Ｉ

橋

橋

井

川

川

７．２５

７．２６

８．２

８．５０

，。５

９．２４

１１．１８

１１．１８

１１．１１

７
９
１
４
１
７
５
４
５

羽
新
新
今
今
五
夷
利

４

"￣、

２
１
５
１
１
４

■隅
根

生状況に一定の傾向は認められ菰い゜線虫の卵はいつでも存在し＝いつでも中にふ化直前の仔虫

がいるようにみえる。もし‐線虫がマハゼ体内でふ化すれば～線虫はマハゼの体内で増殖するこ

とになる。しかし～アニヅ･キス科の線虫が魚の体内だけでの生活蝋をもって増殖するというバク

－９０－



－ソは今まで知られていない。この生活史や感染経路をつきとめるには更に多くのこまかいデー

ターのつみかさねが必要である。

4．マハゼの酸素消費量と生存限界溶存酸素量におよぼす線虫寄生の影響

線虫が寄生して内臓に癒着等の病変を起したマハゼ線虫は夏期の低酸素に弱く～死亡しやすい

と考えられる。そこでそれを確かめるため、マハゼの酸素消費量と生存限界溶存酸素量を調べたｃ

方法は図５７の装置を用いた。まずガラスで作った小室にマハゼを収容して酸素飽和水を１定

の速度で流す。マハゼが充分ガラス小室に馴れてから（２４時間放置）～ガラス小室へ入る水と

出てきた水の酸素量を測定する。その値の差からマハゼによって消費された酸素量を算出するこ

とができる。次にガラスの小室に出入する水の溶存酸素量を一定間隔で測定しながら､小室へ入

る水の溶存酸素量を徐々に減らしていく。溶存酸素を減少させるには窒素ガスでエアレイション

してやればよい。そうしてマハゼが横転するまで減らしていき､鯛蓋が停止したときの溶存酸素

量を生存限界溶存酸素量とした。実験は水温２５士１℃に調整し､ｐＨは715～ズフの範囲であ

った。使用したマハゼは江戸川および東京都内湾で捕獲したもので～１週間以上真水に馴らして

から使用した。マハゼの大きさの範囲は5.5～１４．０’であった。

このようにして線虫寄生魚と正常魚（非寄生魚）について酸素消費量と生存限界溶存酸素量を

調べた。その結果は図５８．５９のとおりである。線虫寄生魚の酸素消費量は正常魚（非寄生魚）

より１０～２０％少ない。これは他の病魚をどの実験でも同じよう友結果がでており＿病魚のほ

うが酸素消費量は減少することがあきらかにたっている。その理由は病魚のほう力噺陳代謝が低

下しているた姉と考えられ、線虫寄生マハゼの場合も同じといえる。

次に生存限界溶存酸素|&は寄生する線虫数が増加するにしたがって急激に増加しているのが認

められる。平均体重６．７１と１１．９１では６．７１のほうが約１０％限界値が高い。ともに線虫寄

生が５尾を越えるぐらいから影響が出はじめ１０尾を越えると顕著にたる。－万正常魚（非寄生

魚）ては平均体重ａｌｌの魚の平均限界量はＵ５７ｐｐ〃&､１５．１１の魚のそれは０７９ｐｐｍ

であった。正常魚の場合は大型のほうが限界量が高く～寄生魚は小型のほうが限界量が高いこと

にたる。図５９から線虫寄生数が多いマハゼは５ｐｐ…もの溶存酸素の存在下でも死亡する場合

のあることも示しており～夏期に内湾・河川でマハゼの死亡がみられても不思議ではないと考え

られる。

5．新中川におけるマハゼの異常弊死

８月２９日に新中)||と|日江戸川の合流点（瑞江大橋）から、新に１．川の上流約５００ｍにかけて

マハゼの大量弊死が起と(〕、５０日にその状況を調べた。水深約５０c，，z以浅の一定の距離に弊死

しているマハゼの数を､河岸４か所について計数し＿河岸距離から弊死数を調べた。その結果、
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日

４（

■伊

”酉ロ

ａ、実験水槽ｂ、コントロール水槽ｃ、ろ過水槽。、受水槽
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弊死数は５万尾以上と推定された。

また､その弊死していたマハゼと､５０日の調査時に生残していて釣獲されたマハゼについて

線虫の寄生状況を調べた。その結果は表２４のとおりである。弊死していたマハゼは全ての魚に

線虫の寄生がみられ､更に寄生線虫数が非常に多かった。また内臓の癒着も全ての魚にみられ～

その癒着の程度もひどいものが多かった。それに対し、生残魚は線虫寄生率・寄生線虫数．内臓

の癒着尾数ともにはるかに低かった。従って～線虫の寄生はマハゼの弊死の原因の１つとして最

も影響度の高いものと考え～前項で述べたように線虫の寄生により生存限界酸素量は高くたるこ

とが認坊られており、ひどい場合には５ｐｐｍでマハゼは死亡する。調査した２０尾の弊死魚の

うち線虫が２０尾以上寄生していたマハゼは１４尾（７０％）であり､図５９から死亡魚の７０

％の魚は溶存酸素1.0ｐｐｍ以下には耐えられなかったとみたすことができる。同様に５０尾以

上寄生していたマハゼは１０尾であり､５０％の魚は溶存酸素ＺＯｐｐ畑以下には耐えられ左か

つたと考えられる。この新中川での弊死時の溶存酸素量は不明であるが～一般に夏期には底層の

酸素量が低下することが知られている。当水試でも.８月５～１２日に江戸川および中川。新中川

の溶存酸素量を調べている。その結果、本州製紙前1.2ｐｐｍ・今井橋1.6ｐｐｍ・浦安橋1.2ppm

・左近川口５．５〃…・一之江橋ｚｏｐ…・瑞江大橋1.9ｐｐ,,Lであった。これは線虫寄生数によっ

てはマハゼの生息限界酸素量を下廻る数値であり～おそらく２９日も似たような水質条件と考え

れば､なんらかのきっかけで線虫寄生魚の弊死が始まっても不思議では左いと考えられた。

缶一

表２４新中川におけるマハゼヘの線虫寄生状況

線虫寄生魚

尾数｜線虫数の範囲｜線虫数平鎗
内臓の癒着の

みられた尾数

体長の範匪
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